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もっと大野がもっと大野が  好きになる



特集　後期基本計画特集　後期基本計画

　
総
合
計
画
は
、
大
野
市
を
ど
の

よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
く
の
か
、

そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
の
か
を
総
合

的
に
ま
と
め
た「
ま
ち
づ
く
り
の

道
し
る
べ
」で
す
。
市
民
や
団
体
、

企
業
、
市
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
、
市

の
最
上
位
の
計
画
で
す
。

総
合
計
画
と
は

　
第
六
次
大
野
市
総
合
計
画
は
、

基
本
構
想（
10
年
間
）と
基
本
計

画（
５
年
間
）に
よ
り
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
後
期
基
本
計
画（
令

和
８
年
度
～
12
年
度
）は
、
目
指

す
ま
ち
の
将
来
像「
人
が
つ
な
が

り
地
域
が
つ
な
が
る　
住
み
続

け
た
い
結
の
ま
ち
」の
実
現
に
向

け
て
、
前
期
基
本
計
画
の
進
捗

状
況
や
新
た
な
課
題
な
ど
を
整

理
し
、
こ
れ
か
ら
の
施
策
の
方

向
を
示
し
て
い
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
と
は

　
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
併

せ
て
、
本
市
の
将
来
人
口
の
見

通
し
を
示
す
大
野
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
の
改
訂
も
行
い
ま
し
た
。

　
本
市
の
人
口
は
、
令
和
２
年

に
３
万
１
２
８
６
人
で
あ
り
、
後

期
基
本
計
画
の
最
終
年
と
な
る

令
和
12
年
に
は
約
２
万
６
０
０
０

人
、
令
和
32
年
に
は
約
１
万

７
０
０
０
人
ま
で
減
少
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
が
進
む
中
に
あ
っ

て
も
大
野
ら
し
さ
の
あ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

念
頭
に
置
き
、
計
画
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

人
口
の
推
移
と
見
通
し

問　政策推進課 （☎64・4824）

（㌫）

（年）

特集

後期基本計画 を
第六次大野市総合計画

策定策定

　
後
期
基
本
計
画
は
、
市
民
や

各
分
野
の
有
識
者
、
学
識
経
験

者
に
市
職
員
も
加
わ
り
、
み
ん

な
で
話
し
合
い
を
重
ね
て
策
定

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
・
中
高
生
ア
ン

ケ
ー
ト
や
地
区
別
意
見
交
換
会
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を

行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い

や
ア
イ
デ
ア
を
集
め
、
現
状
と

課
題
の
整
理
、
施
策
の
検
討
に

生
か
し
ま
し
た
。

み
ん
な
が
手
作
り
で
策
定

【出典】 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」

基本構想

後
期
基
本
計
画

前
期
基
本
計
画

各個別計画

総
合
計
画

今回策定したのは
ここ！
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特集　後期基本計画特集　後期基本計画

　令和６年９月に行った市民・中高生アンケートでは、市民の幸福度や暮らしの満足度を測る「ウェルビーイン
グ指標」に関する問いを設けました。
　後期基本計画では、さまざまな分野におけるデータ利活用の取り組みを進め、その一つとして、ウェルビーイ
ングを測る調査を継続して行いながら、施策の改善や新たな施策の展開につなげていくことを目指しています。

市民 の 幸福度

幸
福
度

4.8 6.1 19.5 12.1 18.8 19.5 7.3 8.0

1.91.3

0.6

（㌫）

平均値平均値
6.56.5

生
活
満
足
度

8.3 6.1 17.9 10.5 23.0 18.5 5.8 4.5

2.91.3

1.3

（㌫）

平均値平均値
6.16.1

幸福度・生活満足度を11段階で回答

令和６年度版　Well-Being 個別調査の結果

　地域の人間関係に関する結果か
らは、本市は県全体に比べて、町
内での信頼感や町内への愛着など
が高く、地域のつながりや助け合
いが強いことが表れています。
　一方で、女性や若者の挑戦のし
やすさは、県全体に比べて低く、
女性や若者をはじめ誰もがもっと
イキイキと暮らせる環境が求めら
れています。

出前講座を行います

　市民の皆さんと思いを共有し、みんなでまち
づくりを進めていくために総合計画の出前講
座を行います。市職員が出向き、まちづくりに
ついて分かりやすく解説します。自治会や団
体・グループなどの活動で利用してください。
問　政策推進課 （☎64・4824）

後期基本計画をより詳しく

　後期基本計画は、３月下
旬からホームページのほ
か、市役所や図書館、公
民館などで閲覧できます。

▲詳しくはこちら
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特集　後期基本計画特集　後期基本計画

　後期基本計画では、①ウェルビーイングの向上、②ジェンダーギャップの緩和、③シェアリングエコノミーの
推進を、計画全体を貫く新たな視点として取り入れ、施策を展開していきます。

　ジェンダーギャップの緩和とは、男女の性別によっ
て生じる格差をなくしていくことです。性別による
格差や無意識の思い込みなどは、地方から女性や若
者が流出する要因の一つとして挙げられています。
　多様な考え方や特性の違いを尊重しながら取り組
みを進め、女性や若者をはじめ、誰もがもっとイキ
イキと暮らすことができるまちづくりにつなげてい
きます。

ジェンダーギャップの緩和
　ウェルビーイングとは、個人や社会のよい状態、心
身ともに満たされた状態を指す言葉です。ウェルビー
イングを測る指標を、市民の幸福度や暮らしの満足度
を測る物差しとして組み入れ、住み続けたいまちづく
り、イキイキと暮らせるまちづくりの進捗を把握し、
施策の改善や新たな施策の展開につなげていきます。

ウェルビーイングの向上

　シェアリングエコノミーとは、個人や企業などが持つ
モノや場所、スキルなどの資源を、必要な人に提供した
り、共有したりする新しい経済の仕組みです。
　住民による共助型の移動支援、家庭で余っている食品
を寄付し食品ロスを削減するフードドライブの取り組
み、副業の推進などが挙げられます。
　人口が減少する中、限られた資源を有効に活用すると
ともに、資源の共有や助け合いを通じた人と人との関わ
りを創出し、持続可能なまちづくりにつなげていきます。

シェアリングエコノミーの推進

　SDGsとは、長期的な国際目標として国連で採択さ
れた持続可能な開発目標です。総合計画に掲げる施
策とSDGsの目標を関連付け、多様な主体が連携して
施策を展開することでSDGsを推進し、持続可能なま
ちを目指します。

ＳＤＧｓの推進

維持増加策
・�高速交通網の延伸を生かした地域経済の

活性化
・産業の活性化と働く環境の整備
・子育てのしやすい環境整備
・健幸のまちづくり
・移住定住の促進　　　　　　　　　など

減少適応策
・デジタル化や脱炭素の推進
・協働・連携によるまちづくり
・人生100年時代の人づくり
・小中学校・地域公共交通の再編　　など

人口減少対策は、

維持増加策 と 減少適応策
両面から 総合的 に進めることが必要

現在の人口

将来の人口

現在の将来
推計人口

後期基本計画 で 新たに 取り入れる 視点

人口減少対策 の 視点
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野
で
一
人
暮
ら
し
を
し
た
い
、

お
試
し
で
住
ん
で
み
た
い
と
い

う
人
に
向
け
た
支
援
が
充
実
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
金
銭

面
や
精
神
面
な
ど
の
不
安
を
取

り
除
い
て
も
ら
う
た
め
に
、
気

軽
に
住
め
た
り
相
談
で
き
た
り

す
る
環
境
整
備
に
期
待
し
た
い

で
す
。

自
分
が
取
り
組
み
た
い
こ
と

畑�

：
大
野
の
中
学
生
や
高
校
生
と

地
元
企
業
が
交
流
で
き
る
場
を

つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
協
力
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
た
り
、
キ
ャ
リ
ア
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
り
す
る
場
を

つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

木木���

：
毎
月
発
行
し
て
い
る『
月
刊

の
ー
の
ー
』と
い
う
便
り
を
引

き
続
き
制
作
し
、「
大
野
に
は

こ
ん
な
一
面
が
あ
る
ん
だ
よ
、

こ
ん
な
人
が
い
る
ん
だ
よ
」と

い
っ
た
情
報
を
多
く
の
人
に
広

め
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

モ
ノ
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る
市

内
外
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、
大

野
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
動

し
て
い
き
た
い
で
す
。

皆
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
こ
と

畑�

：
ま
ず
は「
よ
り
大
野
を
知
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
市
内
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
広
報

紙
を
読
ん
だ
り
と
、
で
き
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
。
大
野
が
今
ど
う
い
う
状
況

な
の
か
を
知
っ
て
、
自
分
が
で

き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
ほ
し
い

で
す
。

合��

：
後
期
基
本
計
画
の
中
に「
こ

れ
は
共
感
で
き
る
な
、
こ
れ
は

自
分
に
当
て
は
ま
る
な
」と
感

じ
る
部
分
を
見
つ
け
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
一
歩
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
で

踏
み
出
せ
ば
大
き
な
一
歩
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

金�

：「
基
本
的
視
点
」に「
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
」が
あ
る

と
お
り
、
ま
ず
は
自
分
を
幸
せ

に
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
し
て
余
裕
の
あ
る
人
が
、
身

の
回
り
に
い
る
一
人
二
人
に
手

を
差
し
伸
べ
て
も
ら
え
れ
ば
、

そ
の
連
鎖
が
全
体
の
幸
せ
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
視
点
に
対
し
て
思
う
こ
と

畑�

：
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
、
ど
れ

も
多
岐
に
わ
た
る
概
念
で
、
こ

れ
ら
を
基
本
的
視
点
と
し
て
掲

げ
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
こ
の
言
葉
が
市

民
の
皆
さ
ん
に
浸
透
し
て
い
く

ま
で
言
い
続
け
、
掲
げ
続
け
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

金�

：
ど
れ
も
大
野
で
幸
せ
に
暮
ら

す
た
め
に
生
か
せ
る
視
点
だ
と

思
い
ま
す
。ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、

一
人
一
人
の
幸
せ
を
考
え
行
動

す
る
こ
と
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
行
動
の
一
つ
と
し
て

モ
ノ
や
コ
ト
の
シ
ェ
ア
が
あ
る

と
、
よ
り
一
層
豊
か
さ
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。

木木��

：
分
か
り
づ
ら
い
と
思
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
れ
も
必
要

な
視
点
だ
と
感
じ
ま
す
。
一
方

で
、
自
分
の
暮
ら
し
の
中
で
は

実
感
が
持
て
な
い
人
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
が

現
状
を
示
し
、
具
体
的
な
取
り

組
み
に
注
目
さ
せ
る
こ
と
で
市

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
が
進
む
と

思
い
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
に
期
待
す
る
こ
と

合�
：「
自
然
環
境
・
脱
炭
素
」に
期

待
し
た
い
で
す
。
大
野
の
豊
か

な
自
然
に
対
し
て
市
全
体
で
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
気
に
な
り
ま
す
し
、
取
り
組

み
方
次
第
で
は
、
そ
れ
が
大
野

の
強
み
や
他
の
自
治
体
と
の
差

別
化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

畑�

：「
働
く
環
境
」の
取
り
組
み
に

期
待
し
た
い
で
す
。
中
学
生
や

高
校
生
が「
大
野
の
産
業
に
は

こ
ん
な
魅
力
が
あ
る
の
か
、
こ

ん
な
働
き
方
が
で
き
る
の
か
」

と
い
っ
た「
将
来
大
野
で
働
く

自
分
」を
イ
キ
イ
キ
と
想
像
で

き
る
機
会
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ

て
ほ
し
い
で
す
。

木木���

：「
移
住
定
住
」の
取
り
組
み
に

期
待
し
た
い
で
す
。
特
に
、
大

　
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け

て
、
審
議
会
や
策
定
幹
事
会
に
公

募
委
員
と
し
て
参
加
し
て
き
た
４

人
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

イラストレーター
木村有

ゆ き
希さん

税理士法人勤務
畑允

と う こ
子さん

自営業
金
きんばら

原陽子さん
泉町在住
合
ご う だ

田昌範さん

総合計画審議会 の 委員さん に 聞きました総合計画審議会 の 委員さん に 聞きました
Interview
Interview

特集　後期基本計画特集　後期基本計画
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項目 施策の柱

　後期基本計画では、基本目標分野に沿って24項目64の施策を推進していきます。また、
全ての項目で、市民や団体、企業などがまちづくりを身近に感じて取り組めるよう、「み
んなができること」を設けています。

こ
ど
も

１　子育て

ニーズに応じた保育・子育てサービスの充実

家庭や職場、地域における子育て環境の整備

若者支援と情報発信

２　学び

探究と協働による学びの推進

安心して学び楽しめる場の充実

地域と一体となった体験・学びの推進

健
幸
福
祉

３　健康・医療
健康づくりと予防への参加促進

地域医療体制の確保と新たな健康課題への対応

４　地域福祉

地域が主体の福祉の推進

高齢者・障がい者の生活支援の充実

地域で支える福祉・医療・介護体制の構築

５　スポーツ

「する、みる、ささえる、しる」スポーツの推進

競技力向上の促進

快適なスポーツ環境の提供

地
域
経
済

６　農業

農業者の育成と支援

農地の維持と継承

農林水産物の魅力向上と販売支援

７　林業

森林の適正管理の推進

林業従事者の確保と育成

林産物の生産と環境整備の推進

８　観光業
周遊滞在型観光の推進と戦略的プロモーション

持続可能な観光運営と地域経済の活性化

９　商工業
事業者の稼ぐ力の向上と創業・事業承継の支援

道の駅の魅力向上とまちなかの賑わい創出

10　働く環境

多様な人材の雇用促進

人材育成の支援と働く環境の向上

企業誘致と働く場の創出

後期基本計画の体系 と みんなができること

特集　後期基本計画特集　後期基本計画

・�パートナーと協力
して子育てや家事
を行いましょう

・�登下校の見守り活動に取り組
みましょう

・�学校行事に協力しま
しょう

・�健診（検診）を受診し、
疾病の早期発見と健
康維持に取り組みま
しょう

・�障がいや認知症について学習
し、正しく理解しましょう

・�健康のために毎日
  歩きましょう

・�農山村が持つ魅力を
感じ、緑豊かな風景
を守りましょう

・�国産材や県産材で作
られた木製品を利用
しましょう

・�大野産の食材を使った料理
を発信しましょう

・�地元でお気に入りの
商品や観光資源を見
つけ、SNSで発信し
ましょう

・�休暇が取りやすい職
場環境づくりに取り
組みましょう

みんなができること　　
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項目 施策の柱

く
ら
し
環
境

11　自然環境・脱炭素

脱炭素化の推進

ごみ減量化・資源化の促進

環境保全活動と公害対策の推進

12　水環境

安全で持続可能な水資源の確保

環境教育の推進と水文化の継承

汚水処理施設の整備・最適化と普及の促進

13　生活環境

生活サービス機能の維持と良好な景観の形成

安全で快適な住宅環境の確保

安全で持続可能な生活インフラの確保

14　消防・減災

災害対応体制の強化と迅速な初動対応

災害対応力の向上と避難・支援体制の整備

治水対策とインフラの強化

15　道路
安全で快適な道路環境の整備

広域道路ネットワークの整備

16　交通・移動
移動手段の確保・維持

公共交通の利便性の向上と利用促進

地
域
づ
く
り

17　ひと・地域

市民協働による住民自治の促進

市民の学びと交流の場づくり

多様性の尊重と多文化共生の促進

18　防災力・防犯力

地域防災力の強化と担い手の育成

雪・火災・空き家への備えと対応

暮らしの安全確保と被害の防止

19　文化
文化活動の促進

文化財の保存と活用によるまちづくり

20　移住定住
移住定住の情報発信と支援の強化

住まいの確保と充実を支援

行
政
経
営

21　情報共有

市民向け広報の充実と情報発信力の強化

市民参加の促進と施策への反映

地域の魅力の発信強化

22　協働・連携
多様な主体との協働・連携の創出

地域間交流の促進

23　市民サービス

行政手続のオンライン化推進とデジタル利用支援

マイナンバーカードを活用した行政サービスの充実

公共料金・税のデジタル利用促進

24　行財政

持続可能な行政経営と財源の確保

行政のデジタル化と業務効率の向上

職員力と組織力の強化

・�フードドライブに参加
するなど食品ロスの削
減に取り組みましょう

・�小まめに水を止めるな
ど、節水を心がけま
しょう

・�ハザードマップで安
全な場所や危険な場
所を確認しましょう

・�地域の美化活動に
  �参加し、景観づくりに
取り組みましょう

・�敷地内の草木が道路にはみ
出さないよう適切に管理し
ましょう

・�JR越美北線やバス
などの公共交通を
利用しましょう

・�地域の活動に積極的
に参加しましょう

・�災害に備え地域で
  �協力し合える関係を
つくりましょう

・�空き家を適正に管理
しましょう

・�文化に触れる機会に
  参加しましょう

・�子どもたちに大野の
魅力を伝えましょう

・�広報おおのを毎月読
んで、大野のことを
知りましょう

・�市外の友人や知人に
大野の魅力を伝えま
しょう

・�交流を希望する学生や
生徒と積極的に交流し
ましょう

・�オ ン ラ イ ン 申 請 や
キャッシュレス決済な
ど、新しいサービスを
使いましょう
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結ステーション駐車場有料化の本格運用開始
　令和７年４月１日から実施している、越前おおの結ステーション駐車場有料　令和７年４月１日から実施している、越前おおの結ステーション駐車場有料
化の試験運用を踏まえ、令和８年度以降の駐車料金を決定しました。化の試験運用を踏まえ、令和８年度以降の駐車料金を決定しました。

■ 運用開始日　４月１日水

■ 有料化の経緯
　中部縦貫自動車道の県内全線開通　中部縦貫自動車道の県内全線開通
に伴い、駐車場利用者の増加が見込に伴い、駐車場利用者の増加が見込
まれます。商店街やまちなかを訪れまれます。商店街やまちなかを訪れ
る市民や観光客が快適に利用できるる市民や観光客が快適に利用できる
よう、目的外の長時間駐車を抑制し、よう、目的外の長時間駐車を抑制し、
駐車スペースを確保することを目的駐車スペースを確保することを目的
として試験運用を開始しました。として試験運用を開始しました。

設定料金の根拠など
詳しくはこちら▶

問　観光交流課 （☎64・4817）

　

市
で
は
、
物
価
高
騰
へ
の
対
策
と
市
内

経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
市
内
の

登
録
店
で
利
用
で
き
る「
越
前
お
お
の
地
域

応
援
商
品
券
」を
配
布
し
ま
す
。

問　
産
業
政
策
課 （
☎
64
・
４
８
１
６
）

　
健
康
長
寿
課（
65
歳
以
上
の
人
）

　
（
☎
65
・
７
３
３
３
）

商
品
券
の
内
容　
２
月
１
日
時
点
で

・
65
歳
未
満
の
人
：
Ａ
セ
ッ
ト（
１
０
０
０

円
券
×
10
枚
）

・
65
歳
以
上
の
人
：
Ｂ
セ
ッ
ト（
１
０
０
０

円
券
×
15
枚
）

内
訳

・�

全
店
共
通
券（
市
内
の
全
登
録
店
で
使
用

可
）：
Ａ
セ
ッ
ト
６
枚
、
Ｂ
セ
ッ
ト
11
枚

・�

小
規
模
店
専
用
券（
市
内
の
登
録
小
規
模

店
で
使
用
可
）：
Ａ
セ
ッ
ト
、
Ｂ
セ
ッ
ト

と
も
に
４
枚

対
象
者　

令
和
８
年
２
月
１
日
時
点
で
本

市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

～
物
価
高
騰
か
ら
生
活
を
守
り
、
地
域
を
応
援
～

「
越
前
お
お
の
地
域
応
援
商
品
券
」を
配
布

利
用
ま
で
の
流
れ

▲詳しくはこちら

引換
はがき

①�

引
換
は
が
き
を
３
月
上
旬
か
ら
各
家
庭

に
郵
送
し
ま
す　

※
は
が
き
の
再
発
行

は
で
き
ま
せ
ん

②�

引
換
は
が
き
を
次
の
場
所
で
商
品
券
と

交
換
し
て
く
だ
さ
い

・
大
野
商
工
会
議
所

・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
Ｖ
ｉ
ｏ

・�

市
内
の
郵
便
局　
※
簡
易
郵
便
局（
六
呂

師
高
原
、
大
野
大
橋
）を
除
く

引�

き
換
え
期
間　

３
月
16
日
月
～
５
月
31

日
日

③
対
象
店
舗
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い

利
用
期
間　
３
月
16
日
月
～
８
月
31
日
月

引換
はがき

■ 有料化の効果
　４時間以上の駐車が７㌫から１㌫　４時間以上の駐車が７㌫から１㌫
まで減少しました。また料金体系にまで減少しました。また料金体系に
ついて、利用者の85㌫が「安い」またついて、利用者の85㌫が「安い」また
は「適当」と回答し、「有料化の影響は「適当」と回答し、「有料化の影響
がある」と回答した駐車場周辺の事がある」と回答した駐車場周辺の事
業者は10㌫程度にとどまりました。業者は10㌫程度にとどまりました。

■ 料金体系

種別 区分 料金 備考

普
通
自
動
車
な
ど

入庫〜30分 無料

30分～２時間 100円 平日
200円 土、日、祝日

２時間～ １時間ごと100円

24時間 500円 24時間～
１時間ごと100円

バ
ス

入庫〜30分 無料

30分～２時間 1000円

２時間～ １時間ごと500円

24時間 5000円 24時間～
１時間ごと500円

2026.3　広報おおの8



区分 協力事業所・団体名など（計：男女20人）

子育て世代にやさしい企業
（株）芦見屋、（福）いなやま保育園 認定こども園いなほこども園、越前信用金庫、
（株）エツミ光学、（福）大野和光園、（福）恩賜財団福井県済生会聖和園、
（株）西行土木、忠南環境（株）、（福）廣瀬福祉会 亀山こども園

その他団体や個人 （公社）大野青年会議所、市地域おこし協力隊、市役所

若者同士のつながりで「思い」を実現
結リンク～大野で永

ええねん
年界

かいわい
隈～

結リンクとは？
　昨年度策定した「大野市こども・若者計画」の実現に向けて、令和７年７月に結成された若者団体です。若い人
たちが、住む地域や働く業種を超えてつながれる場所や機会を創出するために活動しています。メンバーがさま
ざまなアイデアを出し、思いを実現できるよう市が支援しています。

　大野の「結の心」を大切にして、人と人とのつながり（リンク）を広げ、長く住み続けられる（永年）地域にし
たいといったメンバーの思いが込められています。

グループ名の由来グループ名の由来

メンバー構成

　令和８年度の活動に参加してもらえる新規メン
バーを募集します。交流イベントの開催を目指し
て一緒に取り組みませんか。
対�象　応募時点の年齢が18～35歳で市内在住か

市内で働いている人
募集人数　若干名（先着）
応�募方法　氏名、住所、電話番号を添えて、件名に
「結リンク参加希望」と記載してメールで応募する

応募締切　定員に達し次第
問　こども支援課 （☎64・5140）
　電子メール　kodomo@city.fukui-ono.lg.jp

メンバー募集

　令和７年度は計５回のミーティングを重ねました。和やかな雰囲気　令和７年度は計５回のミーティングを重ねました。和やかな雰囲気
でメンバー同士が打ち解けながら、グループワークや意見発表を通しでメンバー同士が打ち解けながら、グループワークや意見発表を通し
て若者の交流拡大につながる機会の創出に向けて検討しました。て若者の交流拡大につながる機会の創出に向けて検討しました。
　若者交流企画の第１弾として、令和８年度にスターランドさかだに　若者交流企画の第１弾として、令和８年度にスターランドさかだに
を会場として、星空などの自然体験と、食事やゲームによる交流を掛を会場として、星空などの自然体験と、食事やゲームによる交流を掛
け合わせたイベントを実施したいという案がまとまりました。け合わせたイベントを実施したいという案がまとまりました。

これまでの歩み

　「若者が気軽に集まり、交流できる場所がほしい」。そんな声から生まれた若者グループ「結リンク」の活動を紹　「若者が気軽に集まり、交流できる場所がほしい」。そんな声から生まれた若者グループ「結リンク」の活動を紹
介します。介します。

　最初は少し堅苦しい場なのかなと
思っていましたが、意見交換するうち
に「こんな考え方もあるんだ」と気づき
楽しかったです。人と話をするのが好
きなので、職場とは違った環境で気分
転換できる良い機会になりました。
　これまで出た意見を形にしていくの
は簡単ではないですが、来年度も少し
ずつ前に進んで行きたいです。若い世
代が楽しく暮らしているということが、
大野の魅力を伝える一番の材料になる
と思います。結リンクの活動が、その
きっかけになってくれたら嬉しいです。

（福）廣瀬福祉会
亀山こども園勤務
砂子怜菜さん

結リンク
メンバーの声
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こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
を
開
始
し
ま
す

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」っ
て
？

　
全
て
の
子
ど
も
の
成
長
を
応
援
し
、
安
心

し
て
過
ご
せ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」を
開
始
し
ま
す
。

　

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
に
通
っ

て
い
な
い
０
歳
６
カ
月
か
ら
満
３
歳
未
満

の
児
童
が
、
月
10
時
間
ま
で
保
育
所
や
認

定
こ
ど
も
園
を
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
料
金　
１
時
間
当
た
り
３
０
０
円

※�

食
事
の
提
供
や
制
作
活
動
の
実
施
に
よ

り
、
副
食
費
や
実
費
が
か
か
り
ま
す

※�

一
時
預
か
り
事
業（
別
事
業
）に
つ
い
て

は
、
第
２
子
以
降
に
つ
い
て
利
用
料
が

免
除
さ
れ
ま
す

実
施
場
所　
・
上
庄
こ
ど
も
園

・
誓
念
寺
中
野
こ
ど
も
園

メ
リ
ッ
ト

◆
子
ど
も
に
と
っ
て

　

家
庭
と
は
異
な
る
経
験
や
年
齢
の
近
い

子
ど
も
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、
子
ど
も

の
興
味
や
関
心
が
広
が
り
、
社
会
性
が
育

ま
れ
ま
す
。

◆
保
護
者
に
と
っ
て

　

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
持
つ
人
と
の

関
わ
り
に
よ
っ
て
、
孤
立
感
や
不
安
感
の

解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。

利
用
ま
で
の
流
れ

①
利
用
認
定
申
請
を
す
る

　

�

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
総
合
支
援
シ

ス
テ
ム
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
市

の
認
定
が
完
了
す
る
と
ア
カ
ウ
ン
ト
が

発
行
さ
れ
ま
す（
認
定
ま
で
２
週
間
程
度

か
か
り
ま
す
）

②
面
談
を
受
け
る

　

�

利
用
希
望
施
設
と
面
談
を
行
っ
て
く
だ

さ
い

③
利
用
予
約
を
す
る

　

�

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
総
合
支
援
シ

ス
テ
ム
か
ら
予
約
し
て
く
だ
さ
い

④
利
用
す
る

問　
こ
ど
も
支
援
課 （
☎
64
・
５
１
４
０
）

▲申請や予約
　はこちら

　

市
で
は
、
０
歳
か
ら
18
歳
の
子
ど
も
に

加
え
、
市
内
か
ら
県
内
の
大
学
や
専
門
学

校
な
ど
に
通
う
20
歳
ま
で
の
学
生
を
対
象

に
、
医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
19
、
20
歳
の
人
は
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

助
成
内
容　

県
内
の
医
療
機
関
で
受
診
し

た
時
に
、
保
険
証
な
ど
と
一
緒
に「
子
ど

も
医
療
費
受
給
資
格
証
」を
提
示
す
る

と
、
医
療
費
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

※
予
防
接
種
費
用
や
入
院
時
の
差
額
ベ
ッ

ド
代
な
ど
、
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
な

い
医
療
費
は
助
成
対
象
外

※
県
外
で
受
診
し
た
場
合
は
、
後
日
、
市

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
費
を
登

録
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す

申
請
対
象
者　

次
の
条
件
に
全
て
当
て
は

ま
る
人

①
市
内
在
住
で
、
平
成
18
年
４
月
２
日
～

平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
な
ど
、
他
の
医

療
費
助
成
を
受
け
て
い
な
い

③
県
内
に
あ
る
下
表
の
対
象
学
校
に
市
内

か
ら
通
学
し
て
い
る

申
請
方
法　
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
申
請
す
る

申
請
に
必
要
な
も
の　
・
対
象
者
の
加
入

医
療
保
険
が
分
か
る
も
の（「
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
」や「
資
格
確
認
書
」、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

「
資
格
情
報
画
面
」な
ど
）

・
対
象
者
の
学
生
証
か
在
学
証
明
書

・
保
護
者
名
義
の
通
帳
な
ど
、
振
込
先
が

分
か
る
も
の（
登
録
済
み
の
口
座
に
変
更

が
な
け
れ
ば
不
要
）

受
付
期
間　
４
月
１
日
水
～
５
月
29
日
金

受
給
資
格
者
証　

受
給
資
格
が
認
定
さ
れ

た
人
に
対
し
て
、
随
時
、
受
給
資
格
者

証
を
郵
送
し
ま
す

助
成
対
象
期
限　
令
和
９
年
３
月
31
日
水

問　
こ
ど
も
支
援
課 

　
（
☎
64
・
５
５
３
３
）

学校区分 課程など
高等学校 全ての課程
中等教育学校 後期課程（中高一貫の高等部）
特別支援学校 高等部
高等専門学校 １～５年生（専攻科を除く）

専修学校

高等課程
専門課程（いわゆる専門学校）
※看護師、理容美容師、調理師、

製菓衛生師課程などを含む
大学 全ての課程

対象の学校一覧や申請方法など詳しくはこちら▶

19
、
20
歳
の
学
生
の「
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
」

申
請
を
忘
れ
ず
に
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・登園前に熱はないが、子どもの体調が悪そうなので、普段どおり通園させるのが心配
・感染症にかかった後、園の出席停止期間は経過したが、病み上がりで普段どおり通園させるのが心配
※利用の際には医師の診断が必要です

病児保育を利用したい時はどうしたらいいの？

①子どもの体調を確認する　※確認項目は上の「対象児童」を参考にしてください
②誓念寺中野こども園に連絡し、空き状況を確認
③病院を受診し医師の診断を受け、病後児保育の利用に必要な医師連絡票を発行してもらう
④医師連絡票が付いた利用申込書とその他必要な物を持って、誓念寺中野こども園に子どもを預ける
⑤迎えの際に利用料を支払う（１日2000円／半日1000円）
※世帯第２子以降や多胎児、ひとり親世帯は無料で利用できます

開始時期　３月２日月～
実施場所　誓念寺中野こども園
開所日時　平日の午前８時30分～午後５時30分（電話対応は午前７時30分～）
対応スタッフ　看護師１人、保育士１人
定員　３人（先着）

問　制度について：こども支援課 （☎64・5140）、利用について：誓念寺中野こども園 （☎65・6166）

病後児
3 3 3

保育 を 再開します
こんな時に利用してくださいこんな時に利用してください

対象児童対象児童
保育所や認定こども園、学校での集団生活が難しい、病気回復期にある乳幼児や小学生
※次の➊、➋を満たしていること
❶体調が次の全てを満たしていること
　⑴体温
　・体温が37.5度以下に解熱している
　・解熱剤を使わずに解熱して、24時間が経過している
　⑵食欲
　通常の半分程度の食事と水分の摂取が可能であり、脱水症状がない
　⑶消化器症状
　腹痛がなく、嘔

お う と
吐や下痢（水様便）の症状が治まっている

　⑷呼吸器症状
　呼吸困難や異常呼吸が見られない
❷医師連絡票の提出
　医師の診察を受け、医師連絡票により病後児保育の利用が可能と判断されている

開始時期・実施場所など開始時期・実施場所など

利用方法利用方法

　現に発熱していたり体調不良になっている子どもの預かり（病児保育）は、市外
の施設を利用してください。
実施場所　・ひかり病児保育園（勝山市元町１ー９ー45）
・福井愛育病院ちびっこハウス（福井市新保２丁目301）　など 実施場所の一

覧はこちら▶
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大
野
の
学
生
が
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
発
信
　
～ 

熱
い
！
深
い
！
あ
ふ
れ
る
　
ふ
る
さ
と
愛
！ 

～

明
日
を
ひ
ら
く
！
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

明
日
を
ひ
ら
く
！
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　
探
究
的
活
動
で
得
た
学
び
を
５
分
間
で

　
探
究
的
活
動
で
得
た
学
び
を
５
分
間
で

発
表
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
上
庄
小
学

発
表
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
上
庄
小
学

校
が
一
次
審
査
を
通
過
し
、

校
が
一
次
審
査
を
通
過
し
、
1212
月月
1414
日
の
日
の

本
選
に
出
場
。
見
事
小
学
校
部
門
で
最
優

本
選
に
出
場
。
見
事
小
学
校
部
門
で
最
優

秀
賞（
プ
レ
ゼ
ン
大
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

秀
賞（
プ
レ
ゼ
ン
大
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
上
庄
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

「
上
庄
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

地
球
を
守
る
小
さ
な
ヒ
ー
ロ
ー

地
球
を
守
る
小
さ
な
ヒ
ー
ロ
ー

ミ
ミ
ズ
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
の
活
動
を
通
し
て
」

ミ
ミ
ズ
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
の
活
動
を
通
し
て
」

上
庄
小
学
校
６
年
生　
チ
ー
ム
Ｍ
Ｍ
Ｚ

上
庄
小
学
校
６
年
生　
チ
ー
ム
Ｍ
Ｍ
Ｚ

　
小
中
学
校
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

　
小
中
学
校
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

心
を
育
む
た
め
、
地
域
の
自
然
や
伝
統
、

心
を
育
む
た
め
、
地
域
の
自
然
や
伝
統
、

文
化
、
歴
史
な
ど
を
テ
ー
マ
に
探
究
活
動

文
化
、
歴
史
な
ど
を
テ
ー
マ
に
探
究
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
六
つ
の
小
中

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
六
つ
の
小
中

学
校
が
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
、
県
主
催
の
コ
ン

学
校
が
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
、
県
主
催
の
コ
ン

テ
ス
ト
に
応
募
し
ま
し
た
。
大
野
の
魅
力

テ
ス
ト
に
応
募
し
ま
し
た
。
大
野
の
魅
力

がが
3030
秒
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー

秒
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
応
募
作
品
以
外
も
紹
介
し
て
い
ま

ジ
で
は
応
募
作
品
以
外
も
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。

す
。
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。

▲�小中学校の作品につ
いて詳しくはこちら

問　
教
育
総
務
課 （
☎
64
・
４
８
２
７
）

ふ
る
さ
と
福
井
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト

ふ
る
さ
と
福
井
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト

優
秀
賞
優
秀
賞

「
の
ろ
う
よ
！
は
ぴ
バ
ス
！
阪
谷
へ
！
」

「
の
ろ
う
よ
！
は
ぴ
バ
ス
！
阪
谷
へ
！
」

子
ど
も
た
ち
が
考
え
た「
さ
か
だ
に
あ
お
ぞ
ら

子
ど
も
た
ち
が
考
え
た「
さ
か
だ
に
あ
お
ぞ
ら

バ
ス
ツ
ア
ー
」で
巡
る
名
所
を
紹
介
し
ま
す

バ
ス
ツ
ア
ー
」で
巡
る
名
所
を
紹
介
し
ま
す

阪
谷
小
学
校

阪
谷
小
学
校

奨
励
賞
奨
励
賞

「
最
高
の
水
を
も
と
め
て
」

「
最
高
の
水
を
も
と
め
て
」

お
茶
を
た
て
る
劇
を
通
し
て
、
大
野
の
名

お
茶
を
た
て
る
劇
を
通
し
て
、
大
野
の
名

水
の
お
い
し
さ
を
紹
介
し
ま
す

水
の
お
い
し
さ
を
紹
介
し
ま
す

「
大
野
っ
て
ど
ん
な
と
こ
」

「
大
野
っ
て
ど
ん
な
と
こ
」

学
校
の
近
く
に
あ
る
亀
山
や
御
清
水
の
魅

学
校
の
近
く
に
あ
る
亀
山
や
御
清
水
の
魅

力
を
紹
介
し
ま
す

力
を
紹
介
し
ま
す

有
終
西
小
学
校

有
終
西
小
学
校

奨
励
賞
奨
励
賞

「
越
美
北
線
で
大
野
に
い
こ
っ
さ
！
！
」

「
越
美
北
線
で
大
野
に
い
こ
っ
さ
！
！
」

観
光
マ
イ
ス
タ
ー
と
観
光
客
が
越
美
北
線

観
光
マ
イ
ス
タ
ー
と
観
光
客
が
越
美
北
線

に
乗
っ
て
旅
を
し
て
、
大
野
の
魅
力
を
紹

に
乗
っ
て
旅
を
し
て
、
大
野
の
魅
力
を
紹

介
し
ま
す

介
し
ま
す

「
富
田
に
メ
ロ
ン
星
人
が
や
っ
て
き
た
」

「
富
田
に
メ
ロ
ン
星
人
が
や
っ
て
き
た
」

宇
宙
人
が
名
水
メ
ロ
ン
を
探
し
に
学
校
に

宇
宙
人
が
名
水
メ
ロ
ン
を
探
し
に
学
校
に

来
る
と
い
う
設
定
で
、
そ
の
お
い
し
さ
を

来
る
と
い
う
設
定
で
、
そ
の
お
い
し
さ
を

紹
介
し
ま
す

紹
介
し
ま
す

富
田
小
学
校

富
田
小
学
校

「
大
野
の
色
集
め
」

「
大
野
の
色
集
め
」

大
野
の
水
、
山
、
雪
と
い
っ
た
自
然
を
色

大
野
の
水
、
山
、
雪
と
い
っ
た
自
然
を
色

を
使
っ
て
紹
介
し
ま
す

を
使
っ
て
紹
介
し
ま
す

「
自
然
豊
か
な
か
が
や
く
大
野
市
」

「
自
然
豊
か
な
か
が
や
く
大
野
市
」

亀
山
の
頂
上
か
ら
見
る
景
色
と
御
清
水
を

亀
山
の
頂
上
か
ら
見
る
景
色
と
御
清
水
を

紹
介
し
ま
す

紹
介
し
ま
す

有
終
南
小
学
校

有
終
南
小
学
校

奨
励
賞
奨
励
賞

「
こ
れ
を
食
べ
て
！
大
野
の
グ
ル
メ
３
選
！
」

「
こ
れ
を
食
べ
て
！
大
野
の
グ
ル
メ
３
選
！
」

地
元
の
食
材
を
生
か
し
た
魅
力
的
な
三
つ

地
元
の
食
材
を
生
か
し
た
魅
力
的
な
三
つ

の
グ
ル
メ
を
紹
介
し
ま
す

の
グ
ル
メ
を
紹
介
し
ま
す

陽
明
中
学
校

陽
明
中
学
校

「
大
野
の

「
大
野
の
美美お

い
お
い味味

し
す
ぎ
る
食
べ
物
３
選
！
」

し
す
ぎ
る
食
べ
物
３
選
！
」

大
野
で
味
わ
え
る
三
つ
の
食
べ
物
の
お
い

大
野
で
味
わ
え
る
三
つ
の
食
べ
物
の
お
い

し
さ
を
紹
介
し
ま
す

し
さ
を
紹
介
し
ま
す

「
大
野
の
良
さ
を
広
め
隊
」

「
大
野
の
良
さ
を
広
め
隊
」

道
の
駅「
越
前
お
お
の
荒
島
の
郷
」の
ソ
フ

道
の
駅「
越
前
お
お
の
荒
島
の
郷
」の
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
の
お
い
し
さ
を
紹
介
し
ま
す

ト
ク
リ
ー
ム
の
お
い
し
さ
を
紹
介
し
ま
す

開
成
中
学
校

開
成
中
学
校

高
校
生
も
高
等
学
校
部
門
で
受
賞
！

高
校
生
も
高
等
学
校
部
門
で
受
賞
！

優
秀
賞
優
秀
賞

「
お
お
の
音
風
景
」

「
お
お
の
音
風
景
」

大
野
の
風
物
詩
を
音
や
方
言
を
使
っ
て
紹

大
野
の
風
物
詩
を
音
や
方
言
を
使
っ
て
紹

介
し
ま
す

介
し
ま
す

奨
励
賞
奨
励
賞

「
そ
の
先
を
、
い
つ
ま
で
も
」

「
そ
の
先
を
、
い
つ
ま
で
も
」

越
前
大
野
、
九
頭
竜
湖
間
の
魅
力
を
越
美
北

越
前
大
野
、
九
頭
竜
湖
間
の
魅
力
を
越
美
北

線
に
乗
っ
て
い
る
臨
場
感
と
と
も
に
紹
介
し

線
に
乗
っ
て
い
る
臨
場
感
と
と
も
に
紹
介
し

ま
す
ま
す 大

野
高
校

大
野
高
校

奨
励
賞
奨
励
賞

「
大
野
の
自
然
」

「
大
野
の
自
然
」

川
、
大
木
、
雪
な
ど
、
大
野
で
楽
し
め
る

川
、
大
木
、
雪
な
ど
、
大
野
で
楽
し
め
る

魅
力
を
体
験
し
な
が
ら
紹
介
し
ま
す

魅
力
を
体
験
し
な
が
ら
紹
介
し
ま
す

奥
越
明
成
高
校

奥
越
明
成
高
校

▲�高校の作品につい
て詳しくはこちら
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育てよう　大野っ子！　～市学力調査から見た 大野っ子の姿～

　市教育委員会では、「確かな学力を育む学校づくり」の推進に向けて、独自の学力調査を実施しています。児童　市教育委員会では、「確かな学力を育む学校づくり」の推進に向けて、独自の学力調査を実施しています。児童
一人一人の学力を確かめ、分析したデータに基づいて各校が授業の工夫や個に応じた指導をすることで、学力の一人一人の学力を確かめ、分析したデータに基づいて各校が授業の工夫や個に応じた指導をすることで、学力の
向上を図っています。向上を図っています。
　また、調査結果を数年にわたり比較していくことで、子どもたちの成長や課題、学力の傾向を把握し、今後の　また、調査結果を数年にわたり比較していくことで、子どもたちの成長や課題、学力の傾向を把握し、今後の
指導に生かしていきます。指導に生かしていきます。

実施日 学年 教科

12月３、４日
小学１～３年生 国語、算数

小学４、６年生 国語、社会、算数、理科

教科 良好な点 今後の課題

国語 ・文章の内容を場面ごとに整理して読み取る
・自分の考えを理由と共に簡潔に説明する

・�文章中の言葉のつながりを手掛かりに内容を読
み深める

・相手に伝わるように文の構成を整えて書く

社会 ・地域の様子や歴史を資料から読み取る
・調べた事実を基に、自分の考えをまとめる

・複数の資料を比べて共通点や違いを見つける
・調べた内容を、根拠を示して説明する

算数 ・図や表を使って数量の関係を読み取る
・計算の意味を理解し、場面に合った方法を選ぶ

・問題文の条件を整理し、必要な情報を見つけ出す
・自分の考えた解き方を、筋道を立てて説明する

理科 ・観察や実験の結果から特徴を見つけてまとめる
・現象の変化を比べて理由を考える

・�観察や実験の結果と自分の考えとを結び付けて
説明する

・予想と結果の違いに気付き、次の調べ方を考える

調査の目的調査の目的

調査内容調査内容

調査から見えた良好な点と今後の課題調査から見えた良好な点と今後の課題

▲詳しくは
　こちら

ふ
る
さ
と
の
学
び
特
別
賞

ふ
る
さ
と
の
学
び
特
別
賞

　
ふ
る
さ
と
福
井
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育

　
ふ
る
さ
と
福
井
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育

む
教
育
活
動
が
評
価
さ
れ
、
次
の
３
校
が

む
教
育
活
動
が
評
価
さ
れ
、
次
の
３
校
が

受
賞
し
ま
し
た
。
地
域
と
共
に
取
り
組
ん

受
賞
し
ま
し
た
。
地
域
と
共
に
取
り
組
ん

だ
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

だ
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
優
秀
賞
の
上
庄
小
学
校
と
和
泉

　
ま
た
、
優
秀
賞
の
上
庄
小
学
校
と
和
泉

小
学
校
は
、
２
月
７
日
に
県
立
大
学
で
開

小
学
校
は
、
２
月
７
日
に
県
立
大
学
で
開

催
さ
れ
た「
ふ
る
さ
と
の
学
び
フ
ェ
ア
」で

催
さ
れ
た「
ふ
る
さ
と
の
学
び
フ
ェ
ア
」で

ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

優
秀
賞　
上
庄
小
学
校

・「
上
庄
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・「
上
庄
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　　

��

～
地
球
を
守
る
小
さ
な
ヒ
ー
ロ
ー　
ミ

～
地
球
を
守
る
小
さ
な
ヒ
ー
ロ
ー　
ミ

ミ
ズ
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
の
活
動
と
そ
の

ミ
ズ
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
の
活
動
と
そ
の

持
続
化
～
」

持
続
化
～
」

・・「
上
庄
ニ
コ
ニ
コ

「
上
庄
ニ
コ
ニ
コ
☺☺
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　　

��

～
地
球
に
や
さ
し
く
！
人
に
う
れ
し
く
！

～
地
球
に
や
さ
し
く
！
人
に
う
れ
し
く
！

ひ
ま
わ
り
で
つ
な
ぐ
上
庄
ス
マ
イ
ル
！
～
」

ひ
ま
わ
り
で
つ
な
ぐ
上
庄
ス
マ
イ
ル
！
～
」

優
秀
賞　
和
泉
小
学
校

「
和
泉
「
和
泉  

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ  

Ｍ
Ｅ
！
！　
～
ふ
る
さ

Ｍ
Ｅ
！
！　
～
ふ
る
さ

と
和
泉
の
力
に
な
り
た
い
！
元
気
づ
け
た

と
和
泉
の
力
に
な
り
た
い
！
元
気
づ
け
た

い
！
～
」

い
！
～
」

奨
励
賞　
小
山
小
学
校

「
小
山
小
１
５
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
～
あ
り

「
小
山
小
１
５
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
～
あ
り

が
と
う
小
山
小
学
校　
ふ
る
さ
と
と
共
に

が
と
う
小
山
小
学
校　
ふ
る
さ
と
と
共
に

１
５
０
年
～
」

１
５
０
年
～
」

※５年生は県が学力調査を行っています※５年生は県が学力調査を行っています
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